
資料センター通信 Vol.8 発行･編集 とくしま社会運動資料センター事務局 

発 行 日 ２０１９．４．５ 

■事業報告■ 

第第第第 11111111 回公開講座回公開講座回公開講座回公開講座    

日 時 2019 年 1 月 12 日(土) 10:00-12:00／場 所 ヒューマンわーくぴあ徳島 5 階大ホール 

テーマ    『セクハラ問題について考える『セクハラ問題について考える『セクハラ問題について考える『セクハラ問題について考える    －鳴門教育大教授セクハラ事件を中心として－』－鳴門教育大教授セクハラ事件を中心として－』－鳴門教育大教授セクハラ事件を中心として－』－鳴門教育大教授セクハラ事件を中心として－』 

一般社団法人徳島県労働福祉会館が運営する「とくしま社

会運動資料センター」の第 11 回公開講座が、1 月 12 日（土）、

ヒューマンわーくぴあ徳島５Ｆ大ホールにて開催しました。『セク

ハラ問題について考える －主に鳴門教育大教授セクハラ事

件について－』と題した２時間の講座に、約１００名の方が参加

しました。 

基調講演では、セクシャル･ハラスメントについての歴史的背

景から、ハラスメントの定義、法律責任まで、詳細な解説がなされました。鳴門教育大学教授の事件につい

ては、木村清志法律事務所の勤務弁護士としてスタートした 1 年目に担当したこと、類似案件に乏しいため

学術論文を分析し理論構築を行ったこと、不法行為の立証が難しかったことなど話されました。元大学院生

との面談では、「訴訟となると衆人環視に晒され、嫌なことも供述しなければならない」ことを告げたが、彼女

の「大学改革のためにも訴訟を起こしたい」という覚悟に押されたと述べられました。 

基調講演の後、当時の支援メンバーによるパネルディスカッションが行われました。事件当初、元大学院

生から相談を引き受けた元参議院議員の乾晴美氏がコーディネーターとなり、支援

団体の中心的存在であった連合徳島女性委員会の当時の委員長･磯田正江氏、

連合徳島の書記担当であった東條恭子氏、基調講演に引き続いて大西弁護士、

そして事件被害者であり元大学院生の女性と、４名がパネリストとなり、当時の様子

や本裁判の社会的意義について語りました。元大学院生は、「大学側も初めは隠

蔽しようとする態度が見えた。もし教授が誠意をもって謝ってくれていたら裁判には

至らなかった。裁判を起こしたときは、やはり周りの人たちに理解して貰えないこと

が最も辛かった。最後まで支えてくれた支援者の方たちには本当に感謝している」

と述懐しました。 

 

第第第第 12121212 回公開講座回公開講座回公開講座回公開講座    

日 時 2019 年 3月 16日（土）10:00-12:00／場 所 ヒューマンわーくぴあ徳島 5 階大ホール 

テーマ 部落史関連講座部落史関連講座部落史関連講座部落史関連講座(1)(1)(1)(1) 

とくしま社会運動資料センターの第１２回公開講座を 3月 16日、ヒューマンわーくぴあ徳島において開催

し、４８名の方が参加しました。資料センターでは 2017年 6月より、部落

解放同盟徳島県連や徳島解放研究所から寄贈された約５千点の資料

を基に研究者の協力を得て「部落史に関する協議」を進めて来ました。

そして徳島における部落史年表（前近代編・近代編）の素案がまとまり、

部落史･社会運動史関連講座を開催する運びとなりました。 



１コマ目は徳島県立博物館副館長の長谷川賢二さんに「徳島の部落史研究・前近代編－『部落史の見

直し』と現状をめぐって－」というテーマで、２コマ目は国際日本文化研究センター客員准教授の吉村智博さ

んに「近現代部落史研究の現在－部落差別の歴史的把握はいかになされてきたか－」というテーマで、そ

れぞれ約 50 分の講座を行って頂きました。 

    
    
≪事務局からのお知らせ≫≪事務局からのお知らせ≫≪事務局からのお知らせ≫≪事務局からのお知らせ≫ 

●仙谷由人事務所より、元衆議院議員で内閣官房長官などを歴任した仙谷由人氏 (故人)の関連資料、

個人所有の資料などをご寄贈いただきました。ご協力ありがとうございました。 

    

/// 新 着 図 書/// 

天皇と日本人ハーバード大学講義でみる「平成」と改元  「右翼」の戦後史 

ケネス・ルオフ，朝日新書，2019 安田 浩一，講談社現代新書，2018 

歴史としての東大闘争 アジアの人々が見た太平洋戦争 

武, 富田，ちくま新書，2019 小神野 真弘，彩図社文庫，2018 

近世の民衆と芸能 アンダークラス 

京都部落史研究所，阿吽社，1989 橋本健二，ちくま新書，2018 

リベラルを潰せ～世界を覆う保守ネットワークの正体 新左翼とロスジェネ 

金子 夏樹，新潮新書，2019 鈴木 英生，集英社新書，2009 

日中戦争前線と銃後 リバタリアニズム-アメリカを揺るがす自由至上主義 

井上 寿一，講談社学術文庫，2018 渡辺 靖，中公新書，2019 

 

 

 

■告知･案内■ 

 

 

 

≪≪  閲 覧 室 の 利 用 案 内  ≫≫ 

◎閲覧コーナー ◎検索コーナー ◎視聴コーナー 

   

書籍、雑誌など約１０，０００冊の所

蔵のうち約１，２００冊を閲覧用として

書架に並べています。 

国立国会図書館サーチで検索し

たり、また電子書籍の閲覧などに

も利用できます。 

所蔵ＤＶＤの視聴などに利用できま

す。研修にも利用できます。 

※詳細はリーフレット『ご利用のしおり』をご覧ください。 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

一般社団法人徳島県労働福祉会館 とくしま社会運動資料センター事務局 

〒770-0942 徳島市昭和町 3 丁目 35-1／TEL 088-602-0532／FAX 088-625-5005／E メール roukan@workpia-tokushima.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://workpia-tokushima.jp/ （旧 URL http://www4.ocn.ne.jp/~roukan/hp/ より、変更しました） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ 

徳島における社会運動・労働運動に関する資料や書籍、また労働組合や会社の周年記念史、会報誌

などをお持ちの方で、センターに寄贈したいとお考えの方がいらっしゃいましたら、ぜひセンター

事務局までご一報いただきますよう、お願いいたします。また公開講座・パネル展等で取り上げて

欲しいテーマを募集しています。 

★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ 


